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５．島根方式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度 島根県立中央病院 島根県健康福祉部

H4 基本運営方針の１つとして位置づけ へき地勤務医師確保協議会の設置
※

　へき地医療支援体制の充実 （大学と県立病院からの医師派遣調整）

H5 地域医療科を組織化

H6 総合診療科を設置

H9 ドクターバンク運営開始（H20赤ひげバンクに統合）

H10 防災ヘリによる転院搬送

H11 新築移転

　電子カルテ・システム開始
　屋上ヘリポート造設

隠岐島遠隔医療支援システム

H12 へき地代診医派遣制度

H14 へき地医療支援機構設置 緊急へき地等医療支援対策事業開始

　・赤ひげバンク（医師登録制度）創設
　　（後に無料職業紹介所）

へき地等医療支援会議に改称
※

へき地医療支援計画策定

H15 へき地医療支援機構に専任担当者配置 へき地医療拠点病院初回指定

H16 へき地医療支援機構を県に移設

H17 研修医等定着特別対策事業

H18 医師確保緊急対策事業開始

　・医師確保対策室設置

H19
地方公営企業法一部適用から全部適用に

（県立湖陵病院（精神科単科病院）新築
　移転、「県立こころの医療センター」に改称）

※
現在の医師派遣調整は、義務年限内自治医大卒医のみ

★地域医療施策の取組のポイント

④H18には医師確保対策室を設置し、スタッフを拡充するなど推進体制を整備した。

⑤現在、島根大学医学部との連携を強化し、地域医療に携わる医師の育成、研修医の定着策に力を
　 入れている。今後は、奨学金貸与医師等の配置調整についても大学との協働により実施予定。

島根県の地域医療施策の取組経緯とポイント

①へき地勤務医師確保協議会（へき地医療支援会議に改称）を県主導で大学の協力を得て設置した。
　　（この会で大学からの新規派遣医師と自治医の派遣調整を行うことが可能になった）

②県立中央病院の基本運営方針の3本柱の一つに「へき地医療支援体制の充実」が位置づけられた。

③へき地医療支援機構をH14に県立中央病院に設置。そして、H15には専任担当者を配置。さらに、
　 H16には県健康福祉部内に支援機構と専任担当者を移し、県の施策として地域医療支援に
　 取り組む姿勢を明確化した。
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